
稲
の
果
実
で
あ
る
籾
か
ら
籾
殻
だ

け
を
取
り
除
い
た
「
玄
米
」。

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が

豊
富
で
、
完
全
栄
養
食
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
良
い
。
た
だ
し
、

「
硬
く
て
消
化
が
悪
い
」「
精
米
の
よ

う
な
も
ち
も
ち
感
が
な
い
」
な
ど
の
理

由
か
ら
、
食
べ
に
く
い
と
感
じ
る
人
が

多
い
の
も
事
実
だ
ろ
う
。

今
回
、
紹
介
す
る
「
熊
本
玄
米
研
究

所
」
は
、
玄
米
ペ
ー
ス
ト
製
法
と
い
う

独
自
の
製
パ
ン
技
術
を
用
い
て
、
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
食
べ
や
す
い
玄
米
パ
ン
の

製
造
に
成
功
。
同
研
究
所
は
玄
米
パ
ン

工
房
「
コ
メ
ノ
パ
ン
ヤ
玄
氣
家
」
を
６

月
１６
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
玄
米
パ
ン
の

専
門
店
と
し
て
製
造
販
売
を
始
め
た
。

消
費
者
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
も
手
伝

っ
て
、
毎
日
、
店
頭
は
多
く
の
買
物
客

で
賑
わ
う
。
地
元
各
メ
デ
ィ
ア
に
も
数

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
行
列

の
で
き
る
パ
ン
屋
さ
ん
」
と
し
て
今
注

目
の
６
次
産
業
化
事
業
者
で
あ
る
。

熊
本
玄
米
研
究
所
の
玄
米
ペ
ー
ス
ト

パ
ン
製
造
販
売
事
業
は
、
農
林
漁
業
成

長
産
業
化
支
援
機
構
（
以
下
「
支
援
機

構
」）
の
出
資
同
意
案
件
。
出
資
母
体

と
な
っ
た
の
は
農
業
機
械
販
売
を
行
う

地
場
大
手
の
中
九
州
ク
ボ
タ
で
、
こ
こ

に
「
肥
後
６
次
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
」
が

共
同
出
資
を
行
っ
た
。

以
下
で
は
、
肥
後
銀
行
の
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
に
対
す
る
支
援
体
制
や
こ
れ
ま

で
の
主
な
取
組
み
を
見
た
う
え
で
、
熊

本
玄
米
研
究
所
に
対
す
る
支
援
内
容
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

●

肥
後
銀
行
が
本
部
を
置
く
熊
本
県
は

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
平
野
部
か
ら
山

間
部
ま
で
有
し
て
い
る
。
変
化
に
富
ん

だ
地
形
や
気
候
に
加
え
、
阿
蘇
か
ら
の

伏
流
水
な
ど
水
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お

り
、
多
彩
な
農
業
が
可
能
な
地
域
だ
。

平
成
２４
年
の
農
業
産
出
額
は
３
２
４

５
億
円
で
全
国
第
５
位
。
ト
マ
ト
や
ス

イ
カ
な
ど
５
品
目
で
生
産
量
第
１
位
を

誇
る
ほ
か
、
全
国
上
位
の
生
産
量
の
品

目
が
数
々
あ
る
。
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
な

っ
て
い
る
「
あ
か
牛
」
を
は
じ
め
と
し

た
肉
用
牛
の
生
産
や
酪
農
も
非
常
に
盛

ん
で
あ
る
。

事
業
開
発
推
進
グ
ル
ー
プ
が

総
合
的
な
支
援
を
展
開

熊
本
県
が
ま
と
め
た
平
成
２５
年
の
農

業
産
出
額
（
推
計
値
）
は
前
年
比
１
％

増
の
３
２
８
０
億
円
で
、
４
年
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
も
よ
う
。
た
だ
、
産
出

額
ピ
ー
ク
の
平
成
２
年
の
４
０
１
６
億

円
か
ら
は
、
２
割
程
度
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
背
景
を
み
る
と
、
日
本

有
数
の
農
業
県
で
あ
る
熊
本
県
に
お
い

て
も
、
農
家
戸
数
や
耕
作
面
積
の
縮

小
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
農
畜
産

物
の
価
格
低
迷
な
ど
の
課
題
が
横
た
わ

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
私
ど
も
で
は
農
業
を
熊
本
県
の
基
幹

産
業
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
ご
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
産
業
構

造
や
人
口
動
態
を
考
え
た
場
合
、
農
業

を
軸
に
し
て
、
２
次
３
次
産
業
と
の
産

業
連
関
の
中
で
付
加
価
値
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

当
行
が
ハ
ブ
に
な
っ
て
お
取
引
先
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
が
大
切
。
そ
れ
が
結
果
的
に
地
域
の

６
次
産
業
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
地
方
銀
行
が
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
地

域
の
様
々
な
お
客
様
と
の
ご
縁
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
付
加
価
値
を
上
げ
て
い

く
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

こ
う
話
す
の
は
肥
後
銀
行
本
部
で
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
を
担
当
す
る
事
業

開
発
部
事
業
開
発
推
進
グ
ル
ー
プ
の
那

須
弘
生
グ
ル
ー
プ
長
だ
。

肥
後
銀
行
で
は
、
医
療
・
福
祉
、
観

光
、
自
動
車
・
半
導
体
、
不
動
産
と
と

も
に
、
農
業
を
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

の
重
点
分
野
と
し
て
い
る
。
事
業
開
発

推
進
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
担
当
者
を
置
い
て
い
る
が
、
農
業

の
担
当
者
は
３
名
、
う
ち
１
名
は
県
の

農
林
水
産
部
の
Ｏ
Ｂ
だ
。

３
名
の
農
業
担
当
者
は
資
金
調
達
の

支
援
以
外
に
も
、
異
業
種
か
ら
農
業
へ

の
参
入
方
法
・
手
続
き
、
事
業
計
画
の

策
定
、
販
路
開
拓
・
拡
大
等
に
つ
い
て

総
合
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

熊
本
県
は
異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入

も
非
常
に
盛
ん
な
地
域
。
県
も
積
極
的

に
参
入
支
援
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
や
雇
用
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
企

業
等
の
農
業
参
入
は
平
成
２１
年
度
の
農

地
法
改
正
に
よ
り
容
易
に
な
っ
た
が
、

熊
本
県
で
は
平
成
２５
年
度
末
ま
で
の
５

年
間
の
累
計
で
９８
件
が
農
業
参
入
。
そ

の
う
ち
約
６０
件
が
肥
後
銀
行
が
参
入
支

援
に
携
わ
っ
た
案
件
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
同
行
の
力
の
入
れ
よ
う
が

見
て
取
れ
る
。

「
農
業
が
成
長
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
熊
本
県
で
も
企

業
等
の
農
業
へ
の
参
入
は
活
発
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
県
も
補
助
金
を
用
意

し
た
り
、
農
業
参
入
セ
ミ
ナ
ー
・
講
座

を
開
催
し
た
り
と
参
入
支
援
の
施
策
が

充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ

る
お
取
引
先
に
は
積
極
的
に
情
報
提
供

を
行
い
、
参
入
方
法
や
手
続
き
面
の
ご

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

農
業
へ
の
新
規
参
入
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
運
転
資
金
や
農
業
機
械
購
入
の

シリーズ
地地域域のの６６次次産業を育てる！

第６回

肥
後
銀
行

「
玄
米
ペ
ー
ス
ト
パ
ン
製
造
販
売
事
業
」支
援
の
取
組
み

独
自
製
法
を
用
い
たた
玄玄
米米
パパ
ンン
のの

商
品
開
発
・
事
業
化化
をを
ササ
ポポ
ーー
トト

地地
産産
外外
消消
もも
視
野
に
冷
凍
玄
米
ペ
ー
スス
トト
のの
販販
売売
支支
援援
もも
展展
開
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